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阿武山で本格的な地震観測が始まったのは、観測所開所 2 年後の 1932 年（昭和 7 年）で、最初に
稼働したのはウィーヘルト地震計だった。水平動は固有周期 10 秒、倍率 170 倍で、重さ 1000kg の
振子を下部の支点が支える倒立振子になっている。支点は自在継手のような構造で、ひとつの振子
で東西方向と南北方向のふたつの地動を記録する。 










無視できるほどの慣性がなくてはならない。そのため振り子の重量が 1 トンにもなっている。 
記録は煤書き方式と呼ばれ、長さ 180cm、幅 20cm の白紙の両端を糊つけし、リング状にした後、
石油ランプから出る煤を掛けたものを用いる。後には石油ランプからプロパンバスに変わった。記






























理学研究所に保管されている。 阿武山のウィーヘルト地震計は 1928 年（昭和 3 年）に、イリス商
会を通じて購入されている。当時の物品管理票によれば水平動が¥4、000 円、上下動は¥4、950 円と
ある。日銀の企業物価指数によれば昭和のはじめと平成23年の貨幣価値の比は700倍だそうだから、
現在の価格にすると水平動は 280 万円、上下動は 347 万円だろうか。  
阿武山に残されている最初の記録は 1929 年 1 月 2 日の水平２成分である。3 月には 3 成分の記録
があるので上下動も組み立てられたようだ。しかしテスト観測だったのか、あるいは建物の建設が
遅れたためか、翌年もその次の年もほとんど記録は無く、連続的に記録が残されるのは最初に述べ
たように 1932 年 1 月からである。 
 
２. 強震計 
ウィーヘルト地震計による観測が開始されてから 3 年ほど後の 1934 年 12 月に倍率 5 倍の地震計




り、その中には 1943 年鳥取地震（M7.2）や 1948 年福井地震（M7.1）の記録が含まれている。この
地震計は現存しないのでどんな地震計だったのかは分からない。 









 地下室の 1 室を占める大型の地震計で 1936 年 6 月から観測が始まった。支柱の高さ 2.5m、振子
を支えるアームの長さも 1.7m ある。水平 2 成分のみで上下動は無い。記録紙を 1 箇所にまとめる
ため、東西成分をアームで南北成分のところに寄せている。振子の重心位置で倍率は 1 倍だが、描





ないが、長周期であるため 1960 年チリ地震など遠方の巨大地震を記録している。1943 年鳥取地震
や 1948 年福井地震も振り切れることなく完全に記録した。残念ながら 1944 年東南海地震は欠測で
あった。1946 年南海地震の時は、記録紙はセットされていたが駆動装置が停止したままで、直線記
録しか得られていない。 









のは 1968 年 4 月 1 日 09 時 42 分に起こった日向灘地震（M7.5）だった。この地震計の記録交換を



























（Boris Galitzin、 1862-1916）はウィーヘルトの 1 年後に生まれているのでほとんど同じ時期に地震
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計の開発をめざしていたことになる。ガリツイン地震計はウィーヘルト地震計の 6 年後の 1910 年に
世にでているが、おそらく最初の電磁式地震計だと思われる。 
阿武山にある物品管理票によれば、納入業者は Cambridge で、1 式（3 成分）価格 ¥8、376 円と
なっている。ウィーヘルト地震計（3 成分価格¥8、950 円）とほぼ同じ値段である。地震計には「The 
Cambridge and Paul Institute England Co. Ltd」という名盤が貼ってあるので、そこから直接購入したら
しい。ただ、購入日は大正 12 年 7 月 15 日となっていて、上賀茂の番号が付いている。後に阿武山
に移したようだ。地震計を封入する銅板製ケースは地球物理学教室の工作室で造られており。材料
費（銅板）の金額は３成分合計で¥490 円、大正 13 年教室生産となっている。 












































いが、少なくとも 1950 年代は、観測所の振り子時計（親時計と呼んでいた時計）の出力と、JJY か
NHK の時報を整流した信号とを同時に煤書き記録し、両者の差をΔT として、地震記録の読み取り
時刻を補正していた。1960 年代には親時計には水晶時計が採用された。水晶時計は格段に正確では






ガスの使用だった。記録紙の幅（約 25cm と 50cm）の長さで、直径 3cm 程の鉄のパイプに、直径
















ト地震記録の読み取り結果（phase data）は 1934 年 1 月からひとつの地震につき 1 枚のカードに記
録されていた。1985 年頃に伊藤潔さんが、桐の箱に納められていたカードを整理され、リストにし
て印刷出版された（MIKI H.、 1987）。この読み取りカードは 1957 年 3 月まであるが、1943 年～1946
年は欠測が多い。 
1952 年からは「SEISMOLOGICAL BULLETIN ABUYAMA」が半年毎に印刷され、世界の地震




測が終了した 1996 年に終了した。 
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1984 年から 3 年掛かりで、ウィーヘルト地震計及び 5 倍と 15 倍強震計、佐々式大震計記録、33、
000 枚余りを整理し、マイクロフィルムに収録した。ウィーヘルトは観測開始から 1963 年まで、他
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